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置き換えについて



1.1 高調波電流抑制規格の現状

IEC61000-3-2
電磁両立性(EMC)規格として高調波電流の限度値を規定

IEC61000-4-7
試験及び測定技術 - 電力供給システム及びこれに接続される装置のための
高調波及び中間高調波測定並びに計装に関する一般指針

2001年に発行されたIEC61000-3-2第2版A1から、

測定器に対する要求事項は「IEC61000-4-7」を参照します。

IEC61000-4-7第1版：1991

IEC61000-4-7第2版：2002

1991.7 2002.8

IEC61000-3-2第2版A1:2001が発行された時点では、

IEC61000-4-7は、第1版であったが、2002年に第2版が発行された。

2001



1.2 IEC61000-4-7の1991年版から2002年版への主な変更点

高調波のグルーピングで

誤差が小さくなる例の紹介

－－－－－附属書C
（参考）

2kHz～9kHzの高調波の測定方法－－－－－附属書B
（参考）

中間高調波グループ化、

中間高調波サブグループ化の演算式

－－－－－附属書A
（参考）

－－－－－

測定値に反映させない

16波
（50Hz，60Hz）

IEC61000-4-7第1版：1991

この規格の次の改訂までは
IEC61000-4-7:1991対応の測定器を

使用可

移行期

測定値に反映させる

(グルーピング)
中間高調波

10波：50Hz
12波：60Hz

DFT解析
ウインドウ幅

IEC61000-4-7第2版：2002規格

※附属書A,B,C：IEC61000-3-2には関係ない。

DFT解析ウインドウ幅はIEC61000-4-7第1版：1991では16波固定、中間高調波不要だっ
たが、第2版から50Hzは10波測定、60Hzは12波測定に変更、中間高調波の測定も必要と
なっており、これに対応するためには新しい測定器が必要になってきます。



2.1 高調波電流の測定方法
旧規格 IEC61000-4-7第1版：1991

電流 時間

ＤＦＴウインドウ 16波分 (50Hz:20ms×16=320ms)

ＤＦＴ（周波数分解能：1/320ms=3.125Hz)

基本波の整数倍の高調波のみを考慮

1 16 32 48 64 80 640

……

……次数

周波数 3.125Hz 50Hz 100Hz 150Hz 200Hz 250Hz 2000Hz
……

0.125 1 2 3 4 5 40……
50Hzを1次と置
き換えたとき
の次数

DFT結果

1 10 20 30 40
次数

高調波電流



2.2 高調波の測定方法
新規格 IEC61000-4-7第2版：2002 (50Hzのとき）

1 10 20 30 40
次数

高調波電流

電流 時間

ＤＦＴウインドウ 10波分 （50Hz：20ms×10=200ms）

中間高調波を考慮

グルーピング

ＤＦＴ（周波数分解能：1/200ms=5Hz)

1 10 20 30 60 80 400

……

……次数

周波数 5Hz 50Hz 100Hz 150Hz 300Hz 400Hz 2000Hz
……

0.1 1 2 3 6 8 40……
50Hzを1次と置
き換えたとき
の次数

DFT結果
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2.3 高調波の測定方法
新規格 IEC61000-4-7第2版：2002 (60Hzのとき）

1 10 20 30 40
次数

高調波電流

電流 時間

ＤＦＴウインドウ 12波分 （60Hz：16.67ms×12=200ms）

中間高調波を考慮

グルーピング

ＤＦＴ（周波数分解能：1/200ms=5Hz)

1 12 24 36 72 480

……

……次数

周波数 5Hz 60Hz 120Hz 180Hz 360Hz 2400Hz
……

0.0833 1 2 3 6 40……
60Hzを1次と置
き換えたとき
の次数

DFT結果

48

240Hz

4

60

300Hz

5

84

420Hz

7

22

2
6

5

5

2
2

6
,

+

−=
+

− ++= ∑ k

i
ik

k
ng

C
C

C
G


